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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は Pseudomonasgraveolensの生産する新酵素アルギニンラセマーゼに関する詳細な研究をとり

まとめたものである｡

著者は D-アルギニンを唯一の炭素源, 窒素源として生育する PSgraVeOlensをは じめ とす る多 くの

Pseudomonas属細菌を兄いだし, その代謝系を検討したところ, I)-アルギニンはまず L-アルギニンと

なり, シ トルリンを経て代謝されることを認め新酵素アルギニンラセマーゼの存在を指摘した｡

ついで本酵素を菌体抽出液より常法によって精製し粗抽出液に対して5,400 倍の比活性を有する黄色針

状の結晶を得た｡

本酵素の酵素化学的諸性質を明らかにしたが, 特に本酵素は1分子あたり4分子のピリドキサールフォ

スフェイ ト (PALP)を含むことを明確した｡

さらに本酵素は D,L-オルニチンによって阻害されることを兄いだした｡ この反応阻害機構を詳細に追

求したところ,酵素反応そのものの阻害や括抗阻害ではなく,酵素とオルニチンの特異的反応による酵素の

不活性化であることが明らかになった｡ すなわちオルニチンと本酵素を共存させるとラセ ミ化活性は失な

われ,それに伴って酵素に結合したPALPの吸収極大が消失したピリドキサ ミンフォスフェイト(PAMP)

の吸収極大があらわれ る｡ さらに本酵素の透析によって得たアポ酵素に PALPまたは PAMP とピル

ビシ酸を添加すると酵素活性が発現する｡ この ことは本酵素のオルニチンによる不活性化は PALPが

PAMPに転換することによるものであることを示している｡

以上の事実はこのアルギニンラセマーゼが酵素に結合した PALP とオルニチンおよび PAMPとピル

ビン酸などの間の補酵素レベルでのアミノ基転移を触媒することを示している｡ この性質のためラセマー

ゼ活性は大きな影響を受け, 一種のアロステリヅクな活性調節機構であろうと推論している｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

D-アミノ酸が細菌の細胞壁,菌体外粘質物あるいはペプチ ド型の抗生物質の構成成分として天然界に存

在することが認められて以来アミノ酸ラセマーゼの研究が行なわれてきた｡ しかし酵素を純粋な結晶状に

単離した例はほとんどなく, また補酵素もピ1) ドキサールフォスフェイ ト(PALP)または FADといわ

れ, あるいは補酵素を必要としないともいわれてきた｡

著者は Pseudm onasgraveolensの菌体から新酵素アルギニンラセマーゼを黄色針状結晶として単離す

ることに成功した｡

本酵素の物理化学的諸性質 お よび酵素化学的諸性質を明確 にした｡ 特に本酵素 1分子中に 4分子の

PALPを含み, DまたはL-オルニチンによって不活性化されることを兄いだした. このオルニチン隼よ

る不活性化機構を詳細に追求し, 本酵素がオルニチンと PALPの間の補酵素レベルでのアミノ基転移皮

応をも触媒し, PALPはピリドキサ ミンフォスフェイ ト(PAMP)となり, ラセミ化活性が失なわれる

ことを認めた｡ この事実は本酵素のアポ酵素に PAMPとピルビン酸を添加することによってラセミ化活

性が発現することによっても確かめられた｡ アミノ基転移活性は補酵素を不活性化することによってラセ

ミ化活性に対して大きな影響を与え, 一種の酵素の活性調節機構としての生理的意義を有するものと考え

られる｡

以上のように本論文は新酵素アルギニンラセマーゼを得てその諸性質を解明したもので酵素化学, 酵酵

生理学に貢献するところがきわめて大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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